
症
に
苦
し
ん
で
い
る
人
々
が
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
世
界
各
地
で
は
、
現
在
も

紛
争
や
国
際
テ
ロ
が
発
生
し
て
い
て
、

核
兵
器
の
保
有
を
続
け
る
国
が
あ
る
だ

け
で
な
く
、
新
た
に
保
有
し
よ
う
と
す

る
国
が
出
現
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て

核
兵
器
の
大
き
な
脅
威
が
存
在
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
非
核
三
原
則（
日
本
は
核

兵
器
を
持
た
ず
、
作
ら
ず
、
持
ち
込
ま

せ
ず
）が
完
全
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
願

い
、
平
成
7
年
2
月
21
日
に
「
非
核
平

和
都
市
宣
言
」
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
33
年
10
月
31
日
に
は
、

自
ら
永
遠
の
平
和
都
市
と
な
る
こ
と

を
決
意
し
、「
世
界
連
邦
平
和
都
市
宣

言
」
を
し
て
い
ま
す
。

戦
争
体
験
を
伝
え
る
活
動

小
学
生
へ
の
平
和
啓
発

　
子
ど
も
た
ち
に
平
和
の
尊
さ
を
学
ん

平
和
都
市
宣
言
の
ま
ち

　
昭
和
20
年
8
月
に
広
島
・
長
崎
へ
投

下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
は
、
一
瞬
に
し
て

多
く
の
人
命
を
奪
い
去
り
ま
し
た
。
終

戦
か
ら
70
年
以
上
が
た
っ
た
今
も
後
遺

で
も
ら
お
う
と
、
市
内
の
小
学
校
で
平

和
啓
発
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
映
画
サ
ー
ク
ル
「
つ
ば
さ
」
に

よ
る
平
和
映
画
の
上
映
や
、
戦
争
体
験

者
に
よ
る
講
話
が
行
わ
れ
ま
す
。

戦
争
体
験
者
に
聴
く

　
太
平
洋
戦
争
中
に
東
京
と
千
葉
で
空

襲
を
体
験
し
た
2
人
か
ら
当
時
の
話
を

聴
き
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
当

日
直
接
会
場
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
8
月
10
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
11

時
30
分

会
場
＝
赤
坂
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

被
爆
写
真
展

　
平
和
の
尊
さ
と
核
兵
器
の
廃
絶
を

テ
ー
マ
に
、
原
子
爆
弾
投
下
直
後
の
惨

状
を
記
録
し
た
写
真
パ
ネ
ル
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

会
場
と
期
間

◦
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
…
8
月
7
日
㈪

ま
で 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分

◦
ボ
ン
ベ
ル
タ
成
田
店
5
階
中
央
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
付
近
…
8
月
8
日
㈫
〜

16
日
㈬ 

午
前
10
時
〜
午
後
9
時

折
り
鶴
平
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
市
で
は
、
市
民
が
手
作
り
し
た
折
り

鶴
を
広
島
・
長
崎
に
届
け
る
「
折
り
鶴

平
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
平
成
21
年
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
市
に
寄
せ
ら
れ
た
折
り

鶴
は
約
1
1
3
万
羽
に
達
し
ま
し
た
。

今
年
も
市
内
11
中
学
校
の
生
徒
の
手
で

折
ら
れ
た
鶴
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
数
多
く
の
折
り
鶴
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
集
ま
っ
た
折
り
鶴
は
、
高
齢

者
ク
ラ
ブ
な
ど
の
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
っ
て
千
羽
鶴
に
束
ね
ら
れ
ま
し

た
。

折
り
鶴
平
和
使
節
団

　
市
で
は
、
市
内
の
中
学
生
11
人
で
構

成
さ
れ
る
「
折
り
鶴
平
和
使
節
団
」
を

長
崎
市
へ
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
団
員
た
ち
は
、
平
和
祈
念
式
典
へ
の

参
加
、
同
世
代
の
生
徒
た
ち
と
の
平
和

学
習
な
ど
、
被
爆
地
で
な
け
れ
ば
で
き

な
い
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
、
平
和
の

尊
さ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
そ
し
て
核
廃

絶
の
必
要
性
を
学
び
ま
す
。

　
派
遣
後
は
、
そ
の
体
験
を
同
じ
学
校

の
生
徒
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
に
伝
え

る
こ
と
で
、
市
民
の
平
和
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
折
り
鶴
平
和
使
節
団

の
団
員
は
次
の
通
り
で
す
。

◦
加か
と
う藤

真ま

お桜
さ
ん（
成
田
中
学
校
）

◦
藤ふ
じ
た田
梨り

お央
さ
ん（
遠
山
中
学
校
）

◦
小お
み
が
わ
海
川
夏な

な
み波
さ
ん（
久
住
中
学
校
）

◦
京き
ょ
う
そ
う増
優ゆ

う
や弥
さ
ん（
西
中
学
校
）

◦
小お
が
わ川
史し

り
ゅ
う
竜
さ
ん（
中
台
中
学
校
）

◦
長な
が
さ
わ沢

陸り
く

さ
ん（
吾
妻
中
学
校
）

◦
鈴す
ず
き木

梨り
の
ん杏

さ
ん（
玉
造
中
学
校
）

◦
米よ
ね
や
ま山
晃こ

う
へ
い
平
さ
ん（
大
栄
中
学
校
）

◦
土つ
ち
や屋
ま
ど
か
さ
ん（
公
津
の
杜
中
学

校
）

◦
石い
し
だ田
玲れ

い
あ亜
さ
ん（
下
総
み
ど
り
学
園
）

◦
笠か
さ
は
ら原

瑞み
づ
き月

さ
ん（
成
田
高
校
付
属
中

学
校
）

※
く
わ
し
く
は
文
化
国
際
課（
☎
20
‐

1
5
3
4
）へ
。

伝
え
て
い
こ
う

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
悲
惨
さ

市
で
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
や
恒
久
平
和
を
願
い
、
2
つ
の
平
和
都
市
宣
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

和
の
シ
ン
ボ
ル
折
り
鶴
を
広
島
・
長
崎
に
届
け
る「
折
り
鶴
平
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

8
月
15
日
は「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」

長崎の平和祈念式典会場に供えられた千羽鶴

今年度の祈り鶴平和使節団
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